
主な内容
●商工連だより

商工会長研修・理事（役員）会・知事を囲む懇談会

平成29年度商工青年同友会通常総会・研修会

若い経営者の主張県大会・知事との懇談会

九州ブロック商工会女性部交流研修会

地方創生プラン発表会

持続化補助金事例のご紹介

　（中津市しもげ商工会）

オールおおいた商談会事業求評会

●お知らせ

悩まずどんとこい労働相談

労務管理・経営管理改善セミナー

九州地区労使関係セミナー

商工会珠算検定

全国商工会休業補償制度

●シリーズ「地域の逸品」

株式会社ニックル「大神の活車海老」 表紙写真：福貴野の滝（ふきののたき）（宇佐市安心院町）
“雄滝”と“雌滝”からなり、落差は65ｍ。かつてこの地に存在した寺“龍泉寺”の裏にあっ
た滝見台から見下ろす景観を文人・墨客が好んで作品にしたことから、別名「龍泉寺の滝」
とも呼ばれる。また、滝裏に廻って滝を眺めることができることから「裏見の滝」とも言わ
れる。この滝つぼの周囲は比較的開けており、朝日が滝壺に差し込んだとき、天候や時間に
よっては小さな虹が次々に湧き出てくるような神秘的な光景を目にすることができます。

大分県商工会連合会ホームページ http://www.oita-shokokai.or.jp
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７
月
５
日
、
別
府
市
内
の
会
場
で
、
商
工
会
長

研
修
会
・
理
事
（
役
員
）
会
・
知
事
を
囲
む
懇
談

会
を
開
催
し
ま
し
た
。
商
工
会
長
研
修
会
で
は
、

以
下
の
と
お
り
4
人
の
方
か
ら
講
演
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

理
事
会
で
は
、
商
工
連
各
課
事
業
に
つ
い
て
議

事
を
行
い
、
白
熱
し
た
議
論
を
経
て
議
題
の
す
べ

て
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
理
事
か
ら
要
望

や
質
問
も
あ
り
、実
り
多
い
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

　

知
事
を
囲
む
懇
談
会
で
は
、
広
瀬
知
事
と
、
商

工
会
を
め
ぐ
る
状
況
や
小
規
模
事
業
者
の
支
援
な

ど
に
関
す
る
懇
談
が
行
わ
れ
、
県
と
商
工
会
の
連

携
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
現
在
当
会
で
は
、
大
分
県
商
工
会
議
所

☆
総
会
で
決
定
し
た
主
な
平
成
29
年
度

事
業
計
画

　

・
役
員
・
会
員
に
よ
る
一
会
員
加
入

推
進
運
動
の
推
進

　

・
研
修
会
開
催
（
年
２
回
）

　

・
県
青
年
部
連
合
会
と
の
意
見
交
換

会

　

・
県
商
工
会
連
合
会
に
お
け
る
内
部

組
織
化
の
検
討

　

６
月
19
日
、
県
中
小
企
業
会
館
で
大
分
県

商
工
青
年
同
友
会
（
坂
本
光
広
会
長
）
が
通

常
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
平
成
28
年
度
の

事
業
、
収
支
決
算
、
平
成
29
年
度
の
事
業
計

画
、
収
支
予
算
が
審
議
さ
れ
、
す
べ
て
原
案

通
り
承
認
・
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

任
期
満
了
に
よ
る
役
員
改
選
で
は
、
再
選

を
含
む
９
人
の
役
員
が
選
任
さ
れ
、
同
友
会

長
に
は
坂
本
光
広
（
由
布
市
商
工
会
）
氏
が

再
選
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
日
開
催
さ
れ
た
研
修
会
で
は
、

Ｖ
Ｑ
Ｓ
㈱
代
表
取
締
役 

大
石
博
明
氏
が

「
金
融
機
関
の
融
資
姿
勢
大
幅
変
更
の
対

策
」
と
題
し
て
講
演
を
行
い
、
受
講
者
は
熱

心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

連
合
会
お
よ
び
大
分
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会
と

連
携
し
て
「
県
産
商
品
の
消
費
拡
大
運
動
」
を
推

進
し
て
い
る
な
ど
か
ら
、
今
回
の
知
事
と
の
懇
談

会
に
お
い
て
商
工
会
地
域
の
酒
類
を
ご
出
席
の
皆

様
に
Ｐ
Ｒ
し
た
い
と
考
え
、
ご
提
供
を
お
願
い
し

ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
多
く
の
酒
類
の
ご
提
供
を
い
た
だ

き
、
ま
た
、
広
瀬
知
事
か
ら
も
酒
類
の
ご
提
供
を

賜
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
は
、
知
事
を
は
じ
め
と
す

る
来
賓
の
方
々
や
各
商
工
会
長
に
知
っ
て
い
た
だ

く
と
と
も
に
賞
味
い
た
だ
き
、
大
い
に
Ｐ
Ｒ
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

商
工
会
長
研
修
会
、理
事（
役
員
）会
、

知
事
を
囲
む
懇
談
会
開
催講演①

ラグビーワールドカップ2019大分開催の成功に向けて

講師：大分県ラグビーワールドカップ2019
推進室長　中村　剛士　氏

講演②

国民文化祭・おおいた2018、全国障害者芸術文化祭おお
いた大会について

講師：大分県国民文化祭・障害者芸術文化祭局 
企画・広報課長　高橋　　強　氏

講演③
事業承継について

講師：大分県事業引継ぎ支援センター
統括責任者　山中　俊弘　氏

講演④
小規模企業の振興について

講師：大分県商工労働企画課 課長　大友　進一　氏

役 職 氏　　名 所 属 商 工 会

会　長 坂本　光広 由布市商工会

副会長 生島　雄作 豊後大野市商工会

副会長 吉住　信也 玖珠町商工会

理　事 上野　公則 日出町商工会

理　事 岡田マリコ 国東市商工会

理　事 片桐　健二 日田地区商工会

理　事 衛藤　隆彰 豊後大野市商工会

監　事 三浦　　孝 豊後大野市商工会

監　事 三重野浩光 野津町商工会

平
成
29
年
度
商
工
青
年
同
友
会

通
常
総
会
・
研
修
会

研修会の様子
総会で議長を務める坂本会長

挨拶する森竹会長

理事会

広瀬知事による卓話

➋

商工連だより



　

大
分
県
青
年
部
連
合
会
（
大
内
直
樹
会
長
）

は
、
６
月
28
日
、
大
分
市
の
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
ホ

テ
ル
大
分
に
お
い
て
「
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
・
若

い
経
営
者
の
主
張
県
大
会
」「
広
瀬
知
事
を
囲

む
商
工
会
青
年
部
懇
談
会
」
を
同
日
開
催
し
、

県
内
か
ら
１
８
０
人
を
超
え
る
青
年
部
員
が
集

ま
り
ま
し
た
。

　

主
張
発
表
大
会
で
は
、
県
内
各
ブ
ロ
ッ
ク
代

表
の
４
名
が
熱
の
こ
も
っ
た
発
表
を
行
い
、
審

査
の
結
果
、
県
北
Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク
代
表
の
松
林
智

宜
さ
ん
（
国
東
市
商
工
会
青
年
部
）
が
最
優
秀

賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
松
林
氏
は
大
分
県
代
表

と
し
て
、
９
月
13
日
～
14
日
に
大
分
市
の
ホ
ル

ト
ホ
ー
ル
大
分
で
開
催
す
る
九
州
大
会
に
出
場

し
ま
す
。
当
日
は
多
数
の
参
加
を
い
た
だ
き
、

大
き
な
声
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

知
事
と
の
懇
談
会
で
は
、
県
内
各
地
で
取
り

組
ん
だ
青
年
部
活
動
の
中
か
ら
、
宇
佐
両
院
商

工
会
青
年
部
「
第
８
回
イ
ン
パ
ル
ス
カ
ッ
プ
学

童
野
球
大
会
を
終
え
て
」、
佐
伯
市
番
匠
商
工

会
青
年
部
「〝
次
世
代
地
域
活
性
化
事
業
〟
で

の
ジ
ビ
エ
商
品
開
発
に
つ
い
て
」
の
２
事
例
に

つ
い
て
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

　

懇
談
会
の
中
で
、
地
方
創
生
の
担
い
手
で
あ

る
青
年
部
の
活
動
に
つ
い
て
、
広
瀬
知
事
か
ら

期
待
と
激
励
の
お
言
葉
を
い
た
だ
き
、
大
変
有

意
義
な
懇
談
と
な
り
ま
し
た
。

部
活
動
と
地
域
振
興
・
ま
ち
づ
く
り
「
浜
の
母

飯
」
と
題
し
て
地
方
創
生
プ
ラ
ン
事
業
で
取
り

組
ん
だ
、女
性
部
活
動
に
つ
い
て
発
表
を
行
い
、

優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
交
流
会
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、

佐
伯
市
あ
ま
べ
商
工
会
女
性
部
が「
蒲
江
音
頭
」

を
披
露
し
、
会
場
に
華
を
添
え
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

２
日
目
の
研
修
会
で
は
、
原
口 

泉 

氏
（
鹿

児
島
県
立
図
書
館 

館
長
）
か
ら
『
西
郷
（
せ
ご
）

ど
ん
を
支
え
た
女
性
た
ち
』
と
題
し
講
演
が
あ

り
ま
し
た
。

　

ま
ち
（
地
域
）
づ
く
り
顕
彰
で
は
、
日
田
地

区
商
工
会
女
性
部
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

７
月
12
日
～
13
日
、「
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
商
工

会
女
性
部
交
流
研
修
会
」
が
城
山
観
光
ホ
テ
ル

（
鹿
児
島
市
）
で
開
催
さ
れ
、
大
分
県
か
ら
82

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

主
張
発
表
九
州
大
会
で
は
、
九
州
各
県
の
代

表
８
名
が
発
表
し
、
大
分
県
の
代
表
と
し
て
、

中
島
豊
美
さ
ん
（
佐
伯
市
あ
ま
べ)

が
、
女
性

若
い
経
営
者
の
主
張
県
大
会

松
林
智
宜
氏（
国
東
市
）が
九
州
大
会
出
場
！

広
瀬
知
事
と
の
懇
談
会
を
同
日
開
催

　
県
青
年
部
連
合
会

九
州
ブ
ロ
ッ
ク
商
工
会

女
性
部
交
流
研
修
会

主張発表　最優秀賞松林氏

知事との懇談会　広瀬知事

主張発表　発表者

事例発表　佐伯市番匠商工会

発表する中島豊美さん

アトラクション（佐伯市あまべ商工会女性部）

女性部九州大会会場の様子

まちづくり顕彰受賞（日田地区商工会女性部）

商工連だより
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地
方
創
生
プ
ラ
ン
発
表
会

由
布
市
商
工
会
女
性
部・佐
伯
市
番
匠
商
工
会
青
年
部
が
最
優
秀
賞
受
賞
！

「
地
方
創
生
プ
ラ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
」プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
発
表
会
・
地
方
創
生
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

　

７
月
３
日
、
大
分
オ
ア
シ
ス
タ
ワ
ー
ホ
テ
ル
で
、「
地

方
創
生
プ
ラ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
」
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

発
表
会
・
地
方
創
生
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。
県

内
の
各
商
工
会
、
商
工
会
議
所
、
１
３
０
名
を
超
え
る

青
年
部
・
女
性
部
が
集
ま
り
、最
終
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
審
査
に
残
っ
た
11
団
体
の
発
表
、
な
ら
び
に
地
方
創

生
セ
ミ
ナ
ー
を
受
講
し
ま
し
た
。

　

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
発
表
会
で
は
、
１
次
、
２
次

審
査
を
通
過
し
た
11
団
体
の
代
表
者
が
、
各
地
域
の
特

色
あ
る
資
源
を
活
か
し
た
プ
ラ
ン
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

今
回
受
賞
し
た
５
団
体
は
地
方
創
生
プ
ラ
ン
コ
ン
テ

ス
ト
事
業
に
採
択
さ
れ
、
事
業
費
補
助
（
上
限
60
万
・

補
助
率
９
／
10
）
を
活
用
し
て
プ
ラ
ン
の
実
施
に
取
り

組
み
ま
す
。

　

受
賞
し
た
団
体
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

●
由
布
市
商
工
会
女
性
部

　

「〝
手
づ
く
り
麹
〟
に
よ
る
発
酵
食
品
開
発
事
業
～
麹

文
化
の
伝
承
と
発
展
～
」

●
佐
伯
市
番
匠
商
工
会
青
年
部

　

「
佐
伯
市
番
匠
商
工
会
発
！
「
バ
イ
タ
ー
ン
」
に
よ

る
職
業
体
験
」

●
中
津
市
し
も
げ
商
工
会
青
年
部

　

「
耶
馬
渓
ダ
ム
カ
レ
ー
の
開
発
」

●
杵
築
市
商
工
会
青
年
部

　

「
着
物
が
似
合
う
歴
史
的
町
並
み
〝
Ｋ
Ｉ
Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｋ

Ｉ
〟
を
世
界
に
発
信
！　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
城
下
町
の
魅
力

を
Ｐ
Ｒ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

●
日
田
地
区
商
工
会
青
年
部

　

「
梅
・
柚
子
・
わ
さ
び
」
を
使
っ
て
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

を
取
り
込
も
う
！

　

地
方
創
生
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、「
地
方
創
生
」「
地
域
経

済
再
生
」
を
成
功
に
導
く
ノ
ウ
ハ
ウ
～
地
域
資
源
活
用

と
観
光
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
よ
る
活
性
化
～
と
題
し
て
、

㈱
ノ
ウ
ハ
ウ
バ
ン
ク　

代
表
取
締
役　

三
科
公
孝
氏
か

ら
ご
講
演
い
た
だ
き
、
こ
れ
か
ら
地
方
創
生
プ
ラ
ン
を

進
め
る
上
で
の
貴
重
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

地方創生プラン　受賞者 地方創生セミナー　講師　三科氏

地方創生プラン　発表者杵築市商工会青年部

➍
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「小規模事業者持続化補助金」活用事例紹介
「組み立て式店舗」販売促進事業

●補助事業に取り組むきっかけ、背景
　弊社はキャンプ場内の家具やインテリアの作成・提供を行ってきた経験を活
かし、平成28年に独立開業。現在は各種オーダーメイド家具・雑貨の販売と空
間プロデュースを提供するサービスを実施しています。

●主要取扱商品「組み立て式店舗」
「組み立て式店舗」は10分で組み立て・解体が可能で、軽トラックやバン（商
用車）に収まる、簡易店舗です。
　催事でのみ飲食提供を行う方が土地・店舗を構える前、30万円程度から気軽
に起業できます。
　補助事業内容は、①これから独立しようという料理や製造を学ぶ専門学校生
を中心にチラシでＰＲ②ネットで拡散可能なＰＶ（プロモーションビデオ）を
作成し、わかりやすい10分間の組み立て動画も公開しました。
　事業実施の効果として、ＰＶは新規の方だけでなく購入者の組み立て・解体
の動画マニュアルとしても利便性が高い情報が拡散され、現在問合せ・注文が増えています。またチラシによりこ
れまで訪れなかった若い世代の方も実際に店舗を見ようと訪れるようになりました。

会 社 名：キツツキ舎

代表者名：田代　淳子

所 在 地：大分県中津市本耶馬渓町曽木504

電　　話：090-3883-0803

Ｈ　　Ｐ：http://kitutukisya.com

代表　田代淳子さんと夫 和徳さん

　

商
工
連
は
７
月
４
日
に
東
京
銀
座
の
大

分
県
フ
ラ
ッ
グ
シ
ョ
ッ
プ
「
坐
来
大
分
」

に
お
い
て
求
評
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
平
成
29
年
度
地
方
公
共
団
体
連

携
型
展
示
販
売
、
商
談
会
事
業
（
オ
ー
ル

お
お
い
た
商
談
会
事
業
）
の
一
環
と
し
て

開
催
し
た
も
の
で
、
21
事
業
者
24
商
品
が

出
展
さ
れ
ま
し
た
。
評
価
者
は
大
手
百
貨

店
食
品
バ
イ
ヤ
ー
か
ら
仲
卸
バ
イ
ヤ
ー
、

消
費
者
代
表
と
し
て
主
婦
ブ
ロ
ガ
ー
な

ど
、
10
名
の
専
門
家
を
お
呼
び
し
て
評
価

い
た
だ
き
ま
し
た
。
概
ね
高
い
評
価
を
得

て
お
り
ま
し
た
が
、
専
門
家
に
よ
っ
て
は

厳
し
い
意
見
も
あ
り
、
今
後
の
課
題
も
浮

き
彫
り
に
な
り
ま
し
た
。

　

あ
る
百
貨
店
バ
イ
ヤ
ー
は
「
全
体
的
な

評
価
と
し
て
素
材
感
が
あ
り
、
商
品
と
し

て
は
良
い
も
の
が
で
き
て
い
る
が
、
や
や

作
り
手
の
思
い
が
先
走
っ
て
い
る
感
も
あ

る
。
タ
ー
ゲ
ッ
ト
の
ニ
ー
ズ
を
し
っ
か
り

見
極
め
て
ほ
し
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

今
後
参
加
者
は
９
月
６
日
～
８
日
に
東

京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
に
お
い
て
開
催
す
る
大

規
模
商
談
会
「
オ
ー
ル
お
お
い
た
・
こ
だ

わ
り
の
逸
品
展
」
に
参
加
す
る
こ
と
に

な
っ
て
お
り
、
そ
れ
に
向
け
て
商
品
の
更

な
る
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
を
行
っ
て
い
き

ま
す
。

オ
ー
ル
お
お
い
た
商
談
会
事
業

「
坐
来
大
分
」
に
て
求
評
会
を
開
催

真剣に評価する専門家達

　　　


組立


解体

➎

商工連だより



全国一斉の「個別労働紛争処理制度周知月間」の取組として、大分県労働委員会では、解雇、賃金未払い、労働

条件などの労使間トラブルについて、電話、来所での相談を無料でお受けします。秘密は厳守されます。お気軽

にご相談ください。

【労働委員会は、労使紛争を解決するための専門的な行政機関です。】

１ 期　　　間 平成29年10月１日（日）～10月７日（土）

２ 受 付 時 間 平日 ９時～20時（来所の受付は18：30まで）

 土・日９時～17時（来所の受付は16：00まで）

 ※土・日曜日の来所の場合の出入り口は県庁舎本館裏玄関

３ 相談の方法 ⑴電話相談　０９７－５３６－３６５０（相談専用ダイヤル）

 　　　　　　０９７－５０６－５２５１・０９７－５０６－５２４１

 ⑵来所相談　大分県労働委員会事務局（大分県庁舎本館７階）

　なお、この期間以外でも、平日（９：00～17：00）であれば、随時労働相談を受け付けています。

『悩まず どんとこい労働相談』

テ　ー　マ：人手不足の時代に会社を伸ばす

日　　　時：平成29年10月18日（水）　14:00～16:00

会　　　場：ホルトホール大分　201会議室（大分市金池南１丁目５番１号）

講　　　師：特定社会保険労務士・中小企業診断士　　清成　真一　先生

参　加　費：無　料

定　　　員：50　名

申 込 締 切：平成29年10月11日（水）

申　込　先：大分県最低賃金総合相談支援センター

　　　　　　　TEL／FAX　097-538-9123　　　Mail　saichinup@oct-net.ne.jp

ホームページ：https//www.oita-saichin.jp/

九州地区労使関係セミナーのご案内
　中央労働委員会と大分県労働委員会は、労使関係の安定のため、労働関係の制度や実際の解決事例を紹介す

るセミナーを開催します。

　　◎参加費は　　無  料（どなたでもご参加いただけます）

　　◎テーマは　　「同一労働同一賃金の原則」
　　◎講 師 は　　「森戸　英幸」氏（慶應義塾大学大学院教授で中労委公益委員）

　　◎このほか、大分県労働委員会が取り扱った事例を、実際に携わったあっせん員からパネルディスカッ

ション方式でご紹介

日　時：平成29年11月10日（金）　13：30～16：30　
場　所：レンンブラントホテル大分　２階　二豊の間

【お問い合わせ先】

大分県労働委員会事務局　　担当　河野・後藤　　ＴＥＬ：097-506-5241　　ＦＡＸ：097-506-1788

大分県最低賃金総合相談支援センター主催　大分労働局後援

労務管理・経営管理改善セミナー

お知らせ

➏



ご利用ください！
信用保証

http://www.oita-cgc.or.jp/

中小企業をバックアップする
「確かな公的保証人」

つながる人　広がる未来

これからも地域とともに

第
１
８
５
回

一
級
合
格
お
め
で
と
う

６
月
18
日
（
日
）、
全
国
一
斉
に
行
わ
れ
た
検
定
の
結
果
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

今
回
は
90
人
が
受
験
し
、
59
人
が
合
格
。
そ
の
中
で
満
点
合
格
者

12
人
、
１
級
合
格
者
は
４
人
で
し
た
。
難
関
で
あ
る
１
級
合
格
者
の

市
町
村
名
、
氏
名
等
を
写
真
と
共
に
紹
介
し
ま
す
。

1級合格おめでとう

もし病気やケガで働けなくなったら…あなたのピンチを力強くサポートします!!

商工会を通じて加入すると一般の加入より、最大約52％割安に加入できます。

POINT

　１　病気やケガで働けない間、月々の所得を補償します 

　２　入院はもちろん、自宅療養もカバーします（医師の治療を受けていることにより全く働けない場合） 

　３　家事従事者の方も加入いただけます（入院時のみ補償） 

　４　天災が原因のケガも補償します

　５　ご加入の際、医師の審査は不要です（告知書をご記入いただきます）

※引受保険会社：東京海上日動火災保険㈱・損害保険ジャパン日本興亜㈱・あいおいニッセイ同和損害保険㈱

■ご相談・お問い合わせは最寄りの商工会まで■

経営者と従業員のための
全国商工会休業補償制度

国東市
安岐中央小学校５年生

中野　夏帆さん

由布市
横瀬小学校６年生

加藤　音羽さん

国東市
安岐中学校１年生

山本　珠夕さん

国東市
安岐中央小学校６年生

勝見　汐音さん

お知らせ

➐



９
月
号
V
o
l.2
9
2

㈱ニックル
所在地：日出町大字大神5670番地４
電　話：0977-72-8512
ＦＡＸ：0977-72-4054

「
大
神
の
活
車
海
老
」
～
極
上･

活
車
海
老
の
美
味
し
さ
を
食
卓
へ
～

　

大
分
県
の
中
心
部
、
国
東
半
島
の
南
端
に
位
置
す
る
日
出
町
は
別
府
湾
に
臨
み
、

豊
か
な
緑
と
き
れ
い
な
湧
水
あ
ふ
れ
る
町
で
す
。そ
の
日
出
町
大
神
で
当
社
は
長
年
、

車
海
老
の
養
殖
を
行
っ
て
い
ま
す
。
車
海
老
は
と
て
も
繊
細
な
生
き
物
の
た
め
、
目

の
行
き
届
い
た
管
理
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
先
代
か
ら
受
け
継
い
だ
養
殖
場
で
、
エ

サ
の
品
質
や
栄
養
バ
ラ
ン
ス
、
水
質
に
徹
底
的
に
こ
だ
わ
り
、
抗
生
物
質
な
ど
は
一

切
使
用
せ
ず
、
安
心
安
全
で
美
味
し
い
車
海
老
を
育
て
て
い
ま
す
。

　

当
社
の
車
海
老
の
特
徴
は
、
山
か
ら
の
ミ
ネ
ラ
ル
豊
富
な
天
然
水
と
海
水
と
の
ほ

ど
良
い
バ
ラ
ン
ス
の
塩
分
濃
度
に
よ
っ
て
、
プ
リ
プ
リ
と
し
た
食
感
と
身
に
甘
味
が

あ
る
肉
質
の
良
い
と
こ
ろ
が
特
徴
で
す
。
こ
の
美
味
し
さ
を
追
究
す
る
た
め
、
日
々

き
れ
い
な
環
境
を
作
り
上
げ
、
成
長
に
合
わ
せ
た
最
高
の
エ
サ
を
与
え
て
い
ま
す
。

大
量
生
産
は
で
き
ま
せ
ん
が
、一
尾
ず
つ
目
を
配
る
隅
々
ま
で
行
き
届
い
た
管
理
で
、

濃
厚
な
味
わ
い
の
車
海
老
を
育
て
あ
げ
て
い
ま
す
。

　

当
社
の
車
海
老
は
、
２
つ
の
配
送
方
法
が
あ
り
ま
す
。
一
つ
は
生
き
た
ま
ま
お
届

け
す
る
『
活
車
海
老
』、
も
う
一
つ
は
、
〆
て
冷
凍
で
お
届
け
す
る
『
活
〆
車
海
老
』

で
す
。『
活
車
海
老
』
は
、
お
が
く
ず
を
敷
き
詰
め
た
箱
に
１
尾
ず
つ
車
海
老
を
な

ら
べ
て
、
活
き
た
ま
ま
産
地
直
送
し
ま
す
。
水
揚
げ
し
た
車
海
老
を
箱
詰
め
し
て
発

送
い
た
し
ま
す
の
で
、
最
高
の
鮮
度
で
お
届
け
で
き
ま
す
。

　

『
活
〆
車
海
老
』
は
、
朝
水
揚
げ
し
た
車
海
老
を
〆
て
、
す
ぐ
に
冷
凍
し
た
も
の

で
す
。
す
ぐ
に
冷
凍
し
て
い
ま
す
の
で
、
最
高
の
鮮
度
で
お
届
け
し
ま
す
。

　

車
海
老
は
、
様
々
な
料
理
で
お
楽
し
み
い
た
だ
け
ま
す
。『
活
車
海
老
』
は
な
ん

と
い
っ
て
も
刺
身
。
新
鮮
な
プ
リ
プ
リ
の
車
海
老
の
身
を
ご
堪
能
い
た
だ
け
ま
す
。

　

ま
た
、『
活
〆
車
海
老
』
は
冷
凍
で
保
存
が
で
き
、
調
理
も
し
や
す
い
た
め
様
々

な
料
理
で
お
楽
し
み
い
た
だ
け
ま
す
。
天
ぷ
ら
、
フ
ラ
イ
、
塩
麹
漬
け
焼
き
、
塩
焼

き
、
チ
リ
ソ
ー
ス
、
天
丼
、
鍋
な
ど
大
神
の
車
海
老
の
美
味
し
さ
を
隅
々
ま
で
ご
堪

能
く
だ
さ
い
。
当
社
、
車
海
老
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
（
厳
選
食
品
安
心
堂
）
等
で

お
買
い
求
め
で
き
ま
す
。
こ
だ
わ
り
の
車
海
老
を
是
非
ご
賞
味
く
だ
さ
い
。

平
成
二
十
九
年
九
月
一
日 

発
行
／
発
行
所　

大
分
県
商
工
会
連
合
会　

大
分
市
金
池
町
三
丁
目
一
―
六
四
☎
〇
九
七
（
五
三
四
）
九
五
〇
七

▲代表取締役　北垣 浩文


